
PISA

Programme for International Student Assessment

PISAの進化について：特にCBT化の観点から

池田京

シニアアナリスト

OECD教育スキル局



PISAコンピュータ使用型調査（CBA）：歴史

PISA 
2006

•科学 CBAオ
プション

PISA 
2009

•読解 CBAオ
プション

PISA 
2012

•問題解決能
力CBAオプ
ション

•数学CBAオ
プション

•読解CBAオ
プション

PISA 
2015

• CBAが主な
調査モード
となった。

PISA 
2018

•読解に
MSAT導入

PISA 
2022

•数学に
MSAT導入

PISA 
2025

•科学に
MSAT導入

•オンライン
調査

• PISA調査は、2015年調査で筆記型調査（PBA）からコンピュータ使用型
調査（CBA）へと切り替わった。

• PISA2018年調査から多段階適応型テスト（MSAT）を導入。
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PISAコンピュータ使用型調査
メリット



メリット(1)

可能なこと

• 現在の「実生活」の文脈で生徒のコンピテンシーを測定することができる。
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時間 合計時間 2012 合計時間 2015 合計時間 2018

インターネットを利用した週あたりの時間数

30 40 50 60 70 80 90 100

ネット上でチャットをする

インターネット上でニュース

を読む

ある特定のテーマをしらべ

るためにネットで検索をす

る

生活情報をネットで検索す

る

%

2018 2009

以下の活動を週に数回以上
行った生徒の割合（OECD平均値）



メリット(2)

可能なこと

• 今日の「実生活」の文脈で学生のコンピテンシーを測定することができる。

• 革新的な新しい問題を導入する。

ザンダー国 （リンク）暑い日のランニング （リンク）

https://www.oecd.org/pisa/PISA2015Questions/platform/index.html?user=&domain=CPS&unit=C100-Xandar&lang=jap-JPN
https://www.oecd.org/pisa/PISA2015Questions/platform/index.html?user=&domain=CPS&unit=C100-Xandar&lang=jap-JPN
https://www.oecd.org/pisa/PISA2015Questions/platform/index.html?user=&domain=CPS&unit=C100-Xandar&lang=jap-JPN
https://www.oecd.org/pisa/PISA2015Questions/platform/index.html?user=&domain=CPS&unit=C100-Xandar&lang=jap-JPN
https://www.oecd.org/pisa/PISA2015Questions/platform/index.html?user=&domain=CPS&unit=C100-Xandar&lang=jap-JPN


メリット(3)

可能なこと

• 今日の「実生活」の文脈で学生のコンピテンシーを測定することができる。

• 革新的な新しい問題を導入する。

• テストの内容を生徒の能力に合わせる - テストのターゲティングとエンゲー
ジメントを高める。

低

ステージ1 ステージ2

アイテムセット1 アイテムセット2

高

コア1

グループA

ステージ3

アイテムセット3

高

低

ミディアム

多段階適応型テスト（MSAT）



メリット(4)

可能なこと

• 今日の「実生活」の文脈で学生のコンピテンシーを測定することができる。

• 革新的な新しい問題を導入する。

• テスト内容を学生の能力に合わせる - テストのターゲティングとエンゲージ
メントを高める。

• 反応時間やプロセスデータなどの付加情報を収集する。

OECD加盟国におけるナビゲーション行動グループの生徒の割合と
平均得点との相関関係

図3.5リンク

ラパヌイ島 （リンク）

ナビゲーションなし限定的なナビゲーション
厳密に焦点を合わせた
ナビゲーション

積極的に探索する
ナビゲーション

https://www.oecd-ilibrary.org/docserver/a83d84cb-en.pdf?expires=1666089491&id=id&accname=ocid84004878&checksum=44A3B7ED69E640887FBADED8BA94D3CC
https://pisa2018-questions.oecd.org/platform/index.html?user=&domain=REA&unit=R551-RapaNui&lang=jpn-JPN
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ラパ・ヌイ：ナビゲーション行動

図3.7リンク

https://www.oecd-ilibrary.org/docserver/a83d84cb-en.pdf?expires=1666089491&id=id&accname=ocid84004878&checksum=44A3B7ED69E640887FBADED8BA94D3CC


メリット(5)

可能なこと

• 今日の「実生活」の文脈で学生のコンピテンシーを測定することができる。

• 革新的な新しい問題を導入する。

• テスト内容を学生の能力に合わせる - テストのターゲティングと

エンゲージメントを高める。

• 反応時間やプロセスデータなどの付加情報を収集する。

• データやテスト問題の安全性を高める。

• データに関するあらゆるステップをフォローすることで、結果的にデータの品
質を高めることができる。

• 調査実施に必要なリソースの削減（印刷、データ入力、コーディングなど）
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PISAコンピュータ使用型調査
課題



• 経年変化の測定 – 筆記型調査(PBA)とコンピュータ使用型調査(CBA)では
項目の難易度が変わる可能性がある。

→スケーリングにおいて、一部の継続問題を別問題として扱う。

課題(1) 



• 経年変化の測定 – 筆記型調査（PBA）とコンピュータ使用型調査（CBA）では
項目の難易度が変わる可能性がある。

→スケーリングにおいて、一部の継続問題を別問題として扱う。

• 学校／国によるコンピュータ性能の違い

→学校のコンピュータのハードウェアとソフトウェアの設定が最低要件を満たし
ているかどうかをチェックするシステム診断アプリケーションの提供

課題(2) 



• 経年変化の測定 – 筆記型調査（PBA）とコンピュータ使用型調査（CBA）では
項目の難易度が変わる可能性がある。

→スケーリングにおいて、一部の継続問題を別問題として扱う。

• 学校／国によるコンピュータ性能の違い

→学校のコンピュータのハードウェアとソフトウェアの設定が最低要件を満た
しているかどうかをチェックするシステム診断アプリケーションの提供

• 生徒のコンピュータに対する習熟度のばらつき

→練習のためにオリエンテーションを導入

課題(3) 



• 経年変化の測定 – 筆記型調査（PBA）とコンピュータ使用型調査（CBA）では
項目の難易度が変わる可能性がある。

→スケーリングにおいて、一部の継続問題を別問題として扱う。

• 学校／国によるコンピュータ性能の違い

→学校のコンピュータのハードウェアとソフトウェアの設定が最低要件を満たし
ているかどうかをチェックするシステム診断アプリケーションの提供

• 生徒のコンピュータに対する習熟度のばらつき

→練習のためにオリエンテーションを導入

• 多段階適応型テスト(MSAT)による非ランダムな項目割り当て

→等化された正答率(Equated P+)を計算する。

PISA 2022年調査から、適応型でない経路の比率を高くする。

課題(4) 



• 経年変化の測定 – 筆記型調査（PBA）とコンピュータ使用型調査（CBA）では
項目の難易度が変わる可能性がある。

→スケーリングにおいて、一部の継続問題を別問題として扱う。

• 学校／国によるコンピュータ性能の違い

→学校のコンピュータのハードウェアとソフトウェアの設定が最低要件を満たし
ているかどうかをチェックするシステム診断アプリケーションの提供

• 生徒のコンピュータに対する習熟度のばらつき

→練習のためにオリエンテーションを導入

• 多段階適応型テスト(MSAT)による非ランダムな項目割り当て

→等化された正答率(Equated P+)を計算する。

PISA 2022年調査から、適応型でない経路の比率を高くする。

• 公開問題の共有

→全言語の公開問題は、PISAウェブサイトにてご覧いただけます。

課題(5) 



• 経年変化の測定 – 筆記型調査（PBA）とコンピュータ使用型調査（CBA）では
項目の難易度が変わる可能性がある。

→スケーリングにおいて、一部の継続問題を別問題として扱う。

• 学校／国によるコンピュータ性能の違い

→学校のコンピュータのハードウェアとソフトウェアの設定が最低要件を満たし
ているかどうかをチェックするシステム診断アプリケーションの提供

• 生徒のコンピュータに対する習熟度のばらつき

→練習のためにオリエンテーションを導入

• 多段階適応型テスト(MSAT)による非ランダムな項目割り当て

→等化された正答率(Equated P+)を計算する。
PISA 2022年調査から、適応型でない経路の比率を高くする。

• 公開問題の共有

→全言語の公開問題は、PISAウェブサイトにてご覧いただけます。

• 今後進化する調査への適応

課題(6) 



私たちの仕事について、

詳しくは www.oecd.org/pisa をご覧ください。
テストを受ける: www.oecd.org/pisa/test

よくある質問： www.oecd.org/pisa/pisafaq

教育に関するPISA指標 GPS：http://gpseducation.oecd.org

PISA Data Explorer: www.oecd.org/pisa/data

Email: Miyako.Ikeda@OECD.org

ありがとうございました。


